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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月17日(2014.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軟骨伝導振動源と、耳軟骨に接触することで前記軟骨伝導振動源の振動を耳軟骨に導く
伝導体とを有し、前記伝導体は弾性体であることを特徴とする携帯電話。
【請求項２】
　前記伝導体は、耳軟骨の音響インピーダンスに近似する音響インピーダンスを有するこ
とを特徴とする請求項１記載の携帯電話。
【請求項３】
　軟骨伝導振動源と、耳軟骨に接触することで前記軟骨伝導振動源の振動を耳軟骨に導く
伝導体とを有し、前記伝導体は、耳軟骨の音響インピーダンスに近似する音響インピーダ
ンスを有することを特徴とする記載の携帯電話。
【請求項４】
　前記伝導体は、携帯電話上部の両角部をそれぞれ覆っており、前記両角部を覆っている
部分のいずれかを耳軟骨に接触させることを特徴とする請求項１から３のいずれかにに記
載の携帯電話。
【請求項５】
　前記軟骨伝導振動源は、携帯電話上部の中央に配置されることを特徴とする請求項１か
ら４のいずれかに記載の携帯電話。
【請求項６】
　前記伝導体の表側が耳軟骨に接触するよう構成するとともに、前記軟骨伝導振動源は前
記伝導体の裏側に接触していることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の携帯
電話。
【請求項７】
　耳軟骨の音響インピーダンスに近似する音響インピーダンスを有する伝導体を有し、前
記伝導体の表側が耳軟骨に接触するよう構成するとともに、前記伝導体の裏側から軟骨伝
導振動を伝えることを特徴とする携帯電話。
【請求項８】
　前記伝導体は、携帯電話上部の両角部をそれぞれ覆っており、前記両角部を覆っている
部分のいずれかを耳軟骨に接触させることを特徴とする請求項７記載の携帯電話。
【請求項９】
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　前記伝導体の裏側から軟骨伝導振動を伝えるための軟骨伝導振動源は、携帯電話上部の
中央に配置されることを特徴とする請求項７または８記載の携帯電話。
【請求項１０】
　前記伝導体は弾性体であることを特徴とする請求項７から９のいずれかに記載の携帯電
話。
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